
 

 

   シルバー人材センターの安定的な事業運営のために適格請求書等保存 

   方式導入に係る適切な措置を求める意見書 

 

 我が国の高齢化率は、先進諸国と比較し最も高い水準となっており、令和２年国勢調

査によると、富山県の65歳以上人口が総人口に占める割合、高齢化率は32.6％、入善町

では35.7％となっている。 

 シルバー人材センター（以下「センター」という。）では、高齢者の多様なニーズに

対応した就業機会を提供するとともに、高齢者の生きがいの充実や社会参加の促進によ

る地域社会の活性化を図る役割を担っている。 

 現在、センターでは、請負額に係る消費税からセンターの会員に支払った配分金に係

る消費税を差し引いて納付している。しかし、令和５年10月に導入が予定されている適

格請求書等保存方式（インボイス制度）により、会員が適格請求書発行事業者として登

録しなければならず、消費税の申告事務が生じるなど、会員への負担が大きくなること

が懸念されている。 

 また、会員が適格請求書発行事業者として登録しなかった場合には、センターは仕入

税額控除を受けることができず、税負担が増大することとなる。 

 こうしたことから、インボイス制度の導入により、センターや会員に大きな負担が生

じ、会員の減少や、センター事業に及ぼす影響が極めて大きくなることが想定される。 

 よって、国におかれては、センターには特例によりインボイス制度を適用しないなど、

センターの安定的な事業運営のため、インボイス制度の導入にあたり適切な措置をとる

よう要望するとともに、シルバー人材センターの持続的な運営のあり方について検討す

るよう要望する。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

  令和４年３月16日 

 

富山県入善町議会  

 

（提出先）衆議院議長  参議院議長   内閣総理大臣 

     財務大臣   厚生労働大臣  内閣官房長官 
あて 


